第28956号　　　2008年7月6日                               　　　　　        教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　       　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい  

                                                                         う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　 　　　　　　　　父からの大きな愛　　　　Ｉ ヨハネ３：１－９
シカゴのフットボールチーム、シカゴベアーが優勝したときのキャプテンであったマイケル・シングルタリーはクリスチャンで、多くの集会で証しをし、刑務所伝道もしています。彼が刑務所を訪れたとき、大勢の若者が集まっているところで「お父さんと良い関係をもった人は手を挙げてください。」とたずねました。一人も手を挙げなかったそうです。彼らはお父さんと良い関係をもたなかっただけでなく、多くの子たちがお父さんを憎んでいる、とのことです。子育ては母親の役割が大切であると同時に、父親の役割がいかに大切であるか、事実が物語っています。スポーツチームでプレーするゲームは、個々の実力がいくらあってもうまくまとまらないと、実力を十分に発揮できません。コーチの指導のもとに、マイケル・シングルタリーはチームのキャプテンとして、同僚たちを励まし、精神的に支え、一致協力してチームを優勝に導きました。その彼自身もかつてはお父さんを憎んでいた、と彼自身が証しの中でいいました。年に一度ガバナーズ・プレーヤー・ミーティングがシカゴにあり、州知事を招いて讃美、祈り、証し、メッセージのときをもちます。或る年彼は７００人以上いる前で自分の生い立ちと、救いに至るまでの証しをしました。自分が小さいとき、お父さんは自分とお母さんを捨ててどこかへ行ってしまいました。経済的にも精神的にも非常に苦しくなって、お父さんへの憎しみが激しくなり、そして、憎めば憎むほど自分自身が苦しくなってやり場のない思いをしてきました。そのようなところを通って、イエス・キリストの救いに与り、自分の罪は十字架によって赦されたことを知り、また、どんなことがあっても自分を見捨てない天のお父さんがいることを知ったとき、お父さんへの憎しみが無くなっていきました、と彼の証しをじかに聞くことができました。 

　御言葉は、父なる神の限りない大きな愛を知らせていてくださいます。
１．父なる神の愛
父なる神の愛は無限にして、あまりにも大きくて、分かりにくいことがいっぱいあるでしょう。なぜなら神の愛と恵みを受けていながらそれを当たり前と思い、また罪の性質がそれを知ろうとすることを妨げるからです。太陽が照り、雨が降り、水も空気も大地もあるのが当たり前、自分の人生も持ち物も自分のためのもの、神からの最大のギフト御子キリストの十字架による贖いも我知らず顔、等々人間は神にすまないことが多すぎます。それにもかかわらず、神は惜しみなく限りない愛と恵みを注いで、御子キリストを信じるものに新しい命を与え、神の家族の特権を与えてくださいました。
２．神の子にかたちづくられる
神の子とされたものは悪魔のわざに陥らないで、子が親に似るように、失われていた神のかたちがキリストに在って回復されていきます。人間はそれぞれの人生があり、希望をもち計画をもとうとしますが、神が与えてくださった人生の目的は、この地上の歩みの中で神の栄光をあらわしていくことです。
３．父のわざの実践
立派な信仰をもった父親がいる人は幸いです。それに甘んじたままに留まらないで、父親のよいところを見習いながら自分自身の持ち味を生かし、御心に従って神の子としてかたちづくられていくことが大切です。
ダビデのことを考えて見ましょう。ダビデはイスラエル・ユダの統一王国を築き上げ、そして大罪を犯したが罪を悔い改め、神の憐れみを経験しながら波乱万丈の生涯を経て、イスラエルに世界統一国家のビジョンを与え、メシヤ思想の源流となってダビデの子はメシヤの称号となるまでに至りました（IIサムエル7:12、イザヤ9:7、エレミヤ23:5）。ダビデのお父さんは理想的な模範となるお父さんではなく、人々からは切り倒された木のように軽蔑され（イザヤ11:1,2）、ダビデ自身も人々から見下されることがありました（Iサムエル20:27-32、IIサムエル20:1,2）。お父さんは、お兄さんたちに期待をかけて自慢したいほどでしたが、末っ子のダビデについては付け足しのような、また忘れているほどの存在でした（Iサムエル16:6-13）。さらにお兄さんたちはダビデを軽くあしらったので（Iサムエル17:28-30）、ダビデはひねくれて反抗的な人となり得る環境にありました。しかし、ダビデはイエス・キリストが父と呼んだ神と共にいました。ダビデはそのお方の許で神を畏れる王となって、イスラエルの国を導きました。そして、ダビデの子孫から救い主イエス・キリストが顕現されました。ダビデは、永遠の昔から存在し（ヨハネ1:1; 8:58）やがて自分の子孫から顕われる方を、主と呼んでいます（詩篇16:8-11、使徒2:25-28）。
 自分には父親がいなかったと悲しんでいる人たち、父親がいても模範となる良い父親でなかったので自分が父親として自信をもてない人たち、不遇の環境で世をはかなんで自ら命を絶とうとしている世の多くの人たち、失望しないでください。あなたがたを決して見捨てることのない天の父がおられます。救い主イエス・キリストを与えてくださった父なる神の懐に飛び込んでいくことによって、悪循環が断たれ、事態の流れが変わり、希望と勝利と喜びをもって命の道を歩むことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞

